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科学技術振興機構報 第 1871 号 

2026（令和 8）年 9月 16日 

科学技術振興機構（JST） 

 

2026 年度「STI for SDGs」アワード 受賞取り組みの決定について 

 

JST（理事長 橋本 和仁）は、2026年度の「STI for SDGs」アワードの受賞取り組みを決定し

ました。 

本アワードは、科学技術・イノベーション（Science, Technology and Innovation：STI）を用

いて社会課題を解決する日本発の優れた取り組みを表彰することで、当該取り組みのさらなる発

展や同様の社会課題を抱える国内外の地域への水平展開を促し、持続可能な開発目標

（Sustainable Development Goals：SDGs）の達成に貢献することを目的として、2019年度に創

設したものです（別紙）。 

第 8回となる今年度は、2026年 4月 1日（水）から 6月 1日（月）まで募集を行い、外部有識

者などから構成される選考委員会による書類および面接審査を経て、文部科学大臣賞 1件、科学

技術振興機構理事長賞 1件、優秀賞 3件、奨励賞 3件、次世代賞 2件を決定しました。 

 

■受賞団体 

●文部科学大臣賞（1件） 

豊田市上下水道局 

●科学技術振興機構理事長賞（1件） 

株式会社宇宙木材工房、京都大学、龍谷大学、九州工業大学、住友林業株式会社、有限会社

黒田工房、利昌工業株式会社 

 ●優秀賞（3件） 

① 国立大学法人徳島大学 

② 株式会社中川 

③ 新潟県厚生農業協同組合連合会佐渡総合病院、佐渡市立両津病院、株式会社ヘルスケア

リレイションズ、株式会社ケアコム、新潟県イノベーター育成臨床研修コースプロジェ

クトワーク IIメンバー 

●奨励賞（3件） 

① 高度マテリアルリサイクル研究会（公益財団法人全日本科学技術協会、TOPPAN 株式会

社） 

② 株式会社ハンマーバード、千曲市役所 

③ 牛乳石鹼共進社株式会社 

●次世代賞（2件） 

① 愛媛県立松山南高等学校ばーちゃるず 

② Team SAYA、スズキイノベーションセンター(SIC) 
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受賞取り組みや制度の詳細は以下のウェブサイトをご参照ください。 

受賞取り組み概要（PDF）： 

https://www.jst.go.jp/ristex/sdgs-award/dl/2026_award_initiatives.pdf 

事業ウェブサイト： 

https://www.jst.go.jp/ristex/sdgs-award/index.html 

 

＜添付資料＞ 

別紙：「STI for SDGs」アワード 概要 

 

＜お問い合わせ＞ 

＜事業に関すること＞ 

科学技術振興機構 社会技術研究開発センター 企画運営室 

加藤 斉史（カトウ タカフミ） 

〒102-8666 東京都千代田区四番町 5-3 サイエンスプラザ 

Tel：03-5214-7493 Fax：03-5214-0140 

E-mail：sdgs-award@jst.go.jp 

 

＜報道に関すること＞ 

科学技術振興機構 広報課 

〒102-8666 東京都千代田区四番町 5-3 サイエンスプラザ 

Tel：03-5214-8404 Fax：03-5214-8432 

E-mail：jstkoho@jst.go.jp 

 

＜科学を支え、未来へつなぐ＞ 

例えば、世界的な気候変動、エネルギーや資源、感染症や食料の問題。私たちの行く手にはあ

またの困難が立ちはだかり、乗り越えるための解が求められています。JST は、これらの困難に

「科学技術」で挑みます。新たな価値を生み出すための基礎研究やスタートアップの支援、研究

戦略の立案、研究の基盤となる人材の育成や情報の発信、国際卓越研究大学を支援する大学ファ

ンドの運用など。JST は荒波を渡る船の羅針盤となって進むべき道を示し、多角的に科学技術を

支えながら、安全で豊かな暮らしを未来へとつなぎます。 

JSTは、科学技術・イノベーション政策推進の中核的な役割を担う国立研究開発法人です。 
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「STI for SDGs」アワード 概要 

 

1．「STI for SDGs」アワードとは 

「STI for SDGs」アワードは、科学技術・イノベーション（Science, Technology and 

Innovation：STI）の力で社会課題を解決し、持続可能な開発目標（Sustainable Development 

Goals：SDGs）の達成に一層貢献することを目指す表彰制度です。 

STI を用いて社会課題を解決する日本発の優れた取り組みを表彰、発信、共有することで、同

様の社会課題を抱える国内外の他地域での活用を促し、他地域における社会課題の解決、SDGsの

達成への貢献を目指します。 

 

2．表彰対象 

科学技術・イノベーション（科学技術の知識に基づいて新しい社会的・経済的価値を創造する

こと）を用いて社会課題の解決や SDGs の達成を目指し、具体的な活動を実施している国内の団

体による優れた取り組みを表彰します。 

 

3．応募要件 

科学技術・イノベーションを用いて社会課題の解決や SDGs の達成を目指し、具体的な活動を

実施している国内の団体であること。 

団体とは、自治体、企業、大学など（国公私立大学、高等専門学校、国立試験研究機関、公立

試験研究機関、国立研究開発法人など）、公益法人・NPOなどの非営利法人、教育機関（高等学校、

中学校など）、自治会やサークル、市民ネットワークなどを指します。 

 

4．「STI for SDGs」アワード 選考委員会 委員一覧 

（敬称略、委員は五十音順） 

（委員長） 

上田 壮一 一般社団法人 Think the Earth 理事 

（委員） 

小原 愛 一般社団法人 Japan Innovation Network ディレクター 

小坂 真理 東海大学 教養学部 准教授 

須﨑 彩斗 株式会社三菱総合研究所 共創基盤設立準備室 室長 

出村 誠 北海道大学 サステイナビリティ推進機構 総長特命参与 

新田 英理子 一般社団法人 SDGs市民社会ネットワーク（SDGsジャパン） 事務局長 

（2026 年 9月 1日現在） 

 

以上 

 

別紙 


